
学級づくり研究調査委員会

「信濃教育」１３８６号（平成１４年５月号）に、「Ｉ先生とＹ君との出会い」という文章が掲載さ

れた。書かれたのは当時四賀小学校教諭の小林博先生（現小井川小学校長）である。









平成１５年に「信濃教育」で出会ったこの文章を私は、ずっと大切にしてきた。どんな学術書よ

り、どんな講演会より、この文章は私の宝物となった。そして１５年以上たって（実は、この文章の記

憶だけはあって、「信濃教育」が見つからないので、誰が書いた文なのかも、この間不明になって

いたのだ）、再びこの文章を探り当てた。そして小林先生に電話をさせていただき、Ｉ先生が、板倉

恒夫先生だと言うこともわかり、多くのことが合点がいったのである。

今年、学級づくり研究調査委員会では、板倉先生の話をお聞きする機会を作ることができる。是

非、学級づくり研究調査委員会の委員を希望される先生が多く現れることを願っている。


